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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
春
歌
～
ピ
ン
ク
の
景
色
～

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
２
８
３
７
Ｄ

【
作
者
名
】

　
綺
羅
春
香

【
あ
ら
す
じ
】

　
い
つ
も
一
緒
だ
っ
た
、
佳
奈
美
、
慶
喜
、
誡
架
。
こ
の
３
人
と
は
い
つ
も
一

緒
だ
っ
た
。
だ
け
ど
あ
る
日
、
そ
ん
な
当
た
り
前
の
こ
と
は
無
く
な
っ
て
た
。

だ
け
ど
・
・
・
朱
里
に
は
・
・
・
。
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だ
い
い
ち
わ
：
あ
る
意
味
プ
ロ
ロ
ー
グ
？

　ー
う
ち
が
高
校
１
年
の
頃

　
　
　
　
七
海
朱
里
（
１
５
歳
）
運
命
な
ん
て
信
じ
て
な
か
っ
た
。

な
な
み
じ
ゅ
り

幼
稚
園
か
ら
一
緒
の
慶
喜
と
誡
架
そ
し
て
佳
奈
美
と
は
い
つ
も
一
緒
だ
っ
た
。

け
い
き

か
い
か

か
な
み

誕
生
日
も
何
か
と
あ
れ
ば
皆
で
祝
っ
て
た
。
ー
こ
ん
な
事
が
続
く
・
・
・
そ
ん

な
思
い
だ
っ
た
。

な
の
に
。
高
校
に
入
っ
て
か
ら
は
そ
ん
な
当
た
り
前
の
こ
と
は
な
か
っ
た
。

で
も
、
佳
奈
美
だ
け
は
い
つ
も
一
緒
に
い
て
く
れ
る
人
だ
っ
た
。

悩
み
だ
っ
て
聞
い
て
く
れ
る
ま
る
で
朱
里
の
ヒ
ー
ロ
ー
の
よ
う
な
人
だ
っ
た
。

そ
し
て
、
朱
里
は
高
校
に
入
る
前
の
こ
と
を
一
つ
だ
け
覚
え
て
る
。

「
あ
れ
だ
・
・
・
誡
架
と
・
・
・
。
」

朱
里
に
は
一
つ
だ
け
思
い
当
た
る
事
が
あ
っ
た
の
だ
。

ー
中
学
３
年
の
冬
。

　
　
　
「
寒
い
ね
～
。
で
？
誡
架
ど
う
し
た
の
こ
ん
な
所
に
呼
び
出
し
て
？
？
」

「
ま
だ
わ
か
ん
ね
ぇ
の
か
よ
。
俺
は
・
・
・
」

「
俺
は
・
・
・
・
？
ど
う
し
た
の
真
剣
に
な
っ
て
・
・
・
誡
架
・
・
・
」

誡
架
は
朱
里
だ
け
フ
ァ
ミ
レ
ス
に
呼
び
出
し
た
の
だ
。

「
好
き
だ
！
！
付
き
合
っ
て
く
れ
！
！
」

朱
里
は
び
っ
く
り
し
て

「
・
・
・
や
だ
な
～
。
冗
談
で
し
ょ
ｗ
ｗ
」

「
冗
談
で
コ
ク
る
か
よ
ッ
・
・
・
！
！
」

誡
架
は
朱
里
に
キ
ス
し
て
し
ま
っ
た
事
。

そ
ん
な
事
を
ま
だ
身
に
だ
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
。

「
・
・
・
誡
架
・
・
・
。
」

慶
喜
と
は
何
の
記
憶
も
な
い
。
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一
緒
に
笑
っ
て
、
誕
生
日
パ
ー
テ
ィ
ー
し
た
・
・
・
そ
れ
だ
け
記
憶
に
あ
る
。

・
・
・
他
は
？

そ
ん
な
・
・
・
覚
え
て
も
い
な
い
よ
・
・
・

朱
里
に
は
何
も
記
憶
は
な
い
。

「
・
・
・
朱
里
～
・
・
・
あ
た
し
ね
・
・
・
」

佳
奈
美
が
言
い
出
し
た
。

「
・
・
・
ん
？
」

「
・
・
・
い
つ
か
、
い
つ
か
い
う
ゎ
ｗ
や
っ
ぱ
し
。
」

「
・
・
・
何
そ
れ
！
！
ち
っ
と
む
か
つ
く
の
は
ど
う
し
て
？
！
」

「
い
つ
か
・
・
・
い
つ
か
ね
ｗ
ｗ
」

朱
里
に
は
秘
密
は
な
い
。
今
じ
ゃ
佳
奈
美
と
誡
架
と
慶
喜
に
は
き
っ
と
秘
密
が

あ
る
の
だ
ろ
う
。

・
・
・
自
分
だ
け
置
い
て
か
れ
て
い
る
の
は
気
の
せ
い
な
ん
だ
ろ
う
か
。

あ
た
し
は
健
全
な
、
女
だ
よ
・
・
・
。

皆
は
何
か
あ
る
の
だ
ろ
う
。

ー
そ
う
だ
。
う
ち
も
作
ろ
う
・
・
・
う
そ
を
付
く
？
そ
れ
と
も
、
・
・
・

誡
架
を
使
お
う
か
、
慶
喜
を
使
お
う
か
。
佳
奈
美
を
・
・
・
使
お
う
か
。

て
、
・
・
・

そ
ん
な
こ
と
考
え
て
も
、
意
味
が
な
い
・
・
・
も
う
、
仕
方
な
い
。

や
め
る
・
・
・
と
思
っ
た
瞬
間
・
・
・
誡
架
の
こ
と
を
た
ま
に

思
う
と
”
ド
キ
ッ
”
と
思
う
の
は
な
ぜ
だ
・
・
・
。

そ
う
だ
。
取
っ
て
置
き
の
秘
密
を
考
え
た
・
・
・
。

ウ
チ
は
、
誡
架
が
好
き
。

ー
あ
ぁ
、
こ
ん
な
こ
と
考
え
な
か
っ
た
・
・
・
の
か
も
。

後
か
ら
後
悔
を
思
っ
て
し
ま
う
・
・
・
そ
ん
な
こ
と
を
思
っ
て
し
ま
う
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
・
・
・
。
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だ
い
に
わ
：
裏
切
り
？
（
前
書
き
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
読
者
へ
の
警
告

こ
の
へ
ん
か
ら
１
５
Ｒ
に
な
っ
て
き
ま
す
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ま
り
苦
手
な
方
は
お
断
り
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
綺
羅
春
香
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だ
い
に
わ
：
裏
切
り
？

嘘
を
つ
い
た
。

「
好
き
・
・
・
」
で
も
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

た
だ
の
幼
馴
染
・
・
・
そ
う
思
っ
て
た
か
ら
。

「
・
・
・
は
ぁ
。
」
暇
。

朱
里
は
思
っ
て
み
た
。

嘘
つ
い
て
も
何
も
な
い
っ
て
こ
と
を
。

「
ぁ
。
誡
架
に
告
ん
な
く
て
は
ッ
！
！
！
」
あ
ぁ
。
ま
た
無
意
味
な
こ
と
を
す

る
・
・
・
朱
里
ち
ゃ
ん
？
？
意
味
な
い
で
す
よ
。
ぉ
ー
ぃ
！
朱
里
ち
ゃ
ん
？

朱
里
は
サ
ッ
サ
と
誡
架
の
家
ま
で
直
行
で
行
っ
た
。

「
誡
架
！
！
い
る
？
」
　
朱
里
ち
ゃ
ん
・
・
・
最
近
話
し
て
い
な
い
ん
だ
か
ら
・

・
・
。

　
　
　
　
ガ
チ
ャ
ッ

ド
ア
が
開
い
た
。

「
・
・
・
朱
里
・
・
・
？
」
久
し
ぶ
り
に
聞
く
誡
架
の
声
・
・
・
。

あ
ぁ
・
・
・
・
ス
ト
ー
リ
ー
が
・
・
・
。

「
あ
・
・
・
あ
の
ね
・
・
・
」
気
づ
い
て
み
た
ら
告
白
っ
て
・
・
・
ど
き
ど
き

す
る
ね
。

あ
た
し
、
本
当
に
誡
架
が
好
き
み
た
い
に
ど
き
ど
き
し
て
る
・
・
・
。

「
・
・
・
ッ
あ
れ
～
～
～
？
？
朱
里
ｗ
ｗ
ど
う
し
た
の
？
？
」

・
・
・
・
え
？
佳
奈
美
・
・
・
？

思
わ
ず
目
を
ま
ん
丸
に
し
て
み
た
。

な
ん
で
・
・
・
。
そ
う
い
え
ば
誡
架
て
・
・
・
一
人
暮
ら
し
だ
っ
た
け
。

親
が
い
な
い
の
に
ど
う
し
て
二
人
っ
き
り
で
・
・
・
誡
架
の
家
に
・
・
・

驚
き
が
隠
せ
な
い
朱
里
。

「
佳
奈
美
・
・
・
・
ど
・
・
・
う
し
・
・
て
・
・
・
こ
こ
・
・
に
。
」
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震
え
た
声
で
つ
ぶ
や
い
た
。

そ
り
ゃ
み
ん
な
だ
っ
て
驚
く
よ
ね
。

密
室
の
部
屋
で
好
き
な
人
が
（
？
）
が
親
友
と
二
人
っ
き
り
な
ん
て
・
・
・
。

今
の
朱
里
に
は
、
挙
動
不
審
と
い
う
言
葉
が
ピ
ッ
タ
シ
。

き
ょ
ど
う
ふ
し
ん

「
朱
里
・
・
・
ご
め
ん
ね
ｗ
ま
ぁ
。
用
は
ど
う
し
た
の
？
誡
架
！
！
早
く
来
て

！
！
」

目
の
前
が
真
っ
暗
に
感
じ
た
。

「
帰
る
ね
・
・
・
。
」

「
お
い
・
・
・
。
朱
里
・
・
・
待
て
よ
！
！
」

「
朱
里
・
・
？
」

う
る
さ
い
う
る
さ
い
。

裏
切
り
者
！
！
佳
奈
美
の
ば
か
ば
か
ば
か
ば
か
ば
か
ば
か
ば
か
ば
か
ば
か
ば
か

ば
か

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
沈
黙
。

誡
架
・
・
・
・
・
・
・
。

　
　
　
　
　
次
の
日
・
・
・

ピ
ン
ポ
ー
ン
・
・
・

誡
架
の
家
。

や
っ
ぱ
し
、
今
日
も
佳
奈
美
、
い
る
の
か
な
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
ち
ゃ
っ

「
朱
里
・
・
・
。
」

「
誡
・
・
・
架
・
・
・
い
る
？
佳
奈
美
・
・
・
。
」

「
い
な
い
け
ど
・
・
・
ど
う
し
た
ん
？
」

誡
架
っ
て
ね
。
と
っ
て
も
本
当
は
優
し
い
ん
だ
。

中
学
の
と
き
夜
遅
く
ま
で
居
残
り
が
あ
っ
た
と
き
塾
の
帰
り
に
１
０
分
く
ら
い

待
っ
て
て
く
れ
た
り
・
・
・

あ
れ
。
そ
れ
は
誡
架
が
好
き
で
い
て
く
れ
た
か
ら
か
な
。

ま
ぁ
、
あ
の
時
は
す
ご
く
優
し
か
っ
た
・
・
・
。

「
寒
い
だ
ろ
。
上
が
っ
て
き
。
」

「
う
ん
。
あ
り
が
と
ぉ
」
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が
た
ん
。

こ
れ
で
２
回
目
誡
架
の
家
に
入
る
の
は
。

　
　
　
　
つ
う
ぅ
ん
。

あ
れ
。
こ
ん
な
香
り
し
た
っ
け
。

・
・
・
。

久
し
ぶ
り
す
ぎ
て
前
の
家
の
風
景
が
思
い
浮
か
ば
な
い
・
・
・
・

「
朱
里
・
・
・
・
」

「
・
・
・
誡
架
？
」

「
・
・
・
ッ
で
、
用
は
？
」

「
ぁ
・
・
・
」

ド
キ
ド
キ
・
・
・
し
て
る
・
・
あ
た
し
・
・
・
誡
架
の
こ
と
本
当
に
す
き
な
の

？
？

「
・
・
・
す
・
・
・
い
か
！
！
！
」

「
は
ぁ
？
！
」

そ
り
ゃ
急
に
す
い
か
と
か
言
わ
れ
た
ら
び
っ
く
り
す
る
わ
。

「
好
き
？
」

「
え
・
・
・
」

誡
架
・
・
・
ま
だ
ぅ
ち
の
事
思
っ
て
て
く
れ
て
い
た
の
？
？

「
誡
・
・
・
架
が
？
？
」

「
お
前
が
。
」

「
「
・
・
・
」
」

　
　
　
　
　
　
沈
黙
２
だ
・
・
・

「
俺
は
な
ッ
！
！
あ
の
時
ふ
ら
れ
た
か
ら
・
・
・
」

「
だ
よ
ね
！
！
！
・
・
・
う
ち
・
・
・
で
も
今
思
っ
て
み
た
ら
・
・
・
誡
架
の

こ
と
・
・
・
」

「
・
・
・
。
」

誡
架
は
優
し
く
笑
っ
て
ふ
ッ
と
樹
里
の
事
を
抱
き
し
め
た
。

「
・
・
・
誡
架
？
？
」

「
好
き
だ
よ
・
・
・
」

で
も
ち
ょ
っ
と
ダ
ケ
不
安
な
ん
だ
よ
。
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な
ん
で
・
・
・
あ
の
時
佳
奈
美
と
い
た
の
？

誡
架
。
誡
架
・
・
・
嘘
じ
ゃ
な
い
よ
ね
？
？

誡
架
は
言
わ
れ
る
ま
ま
（
？
）
に
樹
里
に
キ
ス
を
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘘
。
う
ち
が
嘘
つ
い
て
ん
じ
ゃ
ん
。

だ
ま
し
た
の
・
・
・
？
う
ち
が
誡
架
の
こ
と
・
・
・
好
き
だ
よ
・
・
・
誡
架
・
・

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
な
た
だ
け
を
、
愛
し
て
も
い
い
？
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
樹
里
の
目
か
ら
大
き
な
涙
が
ひ
と
つ
流
れ
て
い
た
。
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だ
い
さ
ん
わ
：
初
で
ー
と

眠
い
・
・
・
眠
す
ぎ
る
・
・
・
・
・
・
・

「
・
・
・
朱
里
ぃ
・
・
・
起
き
ろ
！
！
」

「
ニ
ャ
ッ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
？
！
」

あ
れ
・
・
・
こ
こ
は
・
・
・
あ
。
そ
う
い
え
ば
今
日
は
誡
架
と
の
初
デ
ー
ト
・
・

・
・
・
・

祝
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ

じ
ゃ
な
く
て
・
・
・
い
や
ぁ
。
こ
こ
ま
で
ど
き
×
０
２
す
る
と
は
・
・
・

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
グ
ゴ
ォ
・
・
・
」

「
朱
里
？
！
？
！
？
！
」

昨
日
服
を
選
び
す
ぎ
て
眠
い
・
・
・
・
・
・
て
そ
う
い
う
の
よ
く
漫
画
で
あ
る

よ
う
な
・
・
・
・
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ま
ぁ
。
服
は
ち
が
う
け
ど
・
・
・
髪
の
毛
何
に
す
る
か
決
め
て
て
時
間
が
・
・
・

じ
ゃ
じ
ゃ
じ
ゃ
じ
ゃ
じ
ゃ
じ
ゃ
じ
ゃ
じ
ゃ
じ
ゃ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

ー
ー
ん

「
キ
ャ
ァ
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
」

「
あ
っ
は
は
は
は
は
は
は
っ
は
は
は
は
は
は
は
っ
は
は
は
は
は
は
は
っ
は
は
は

は
は
は
っ
は
っ
は
は
っ
は
」

「
・
・
・
・
誡
架
・
・
・
殺
す
！
！
」

車
の
音
を
急
に
大
き
く
し
て
耳
が
キ
ン
キ
ン
す
る
・
・
・
も
う
誡
架
っ
た
ら
！

「
お
前
が
寝
る
か
ら
だ
ろ
！
初
で
ー
と
で
い
び
き
か
い
て
パ
ン
ツ
丸
見
え
じ
ゃ

ム
ー
ド
台
無
し
だ
ろ
？
」

・
・
・
・
い
び
き
か
い
て
た
・
・
・
？
・
・
・
・
パ
ン
ツ
も
丸
見
え
・
・
・
え
・

・
・
え
・
・
え

「
え
ぇ
ぇ
っ
ぇ
え
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
っ
ぇ
え
え
え
え
え

え
！
」

「
う
わ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
っ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ

ぁ
ぁ
ぁ
！
！
！
！
！
」

「
「
は
ぁ
は
ぁ
」
」
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車
が
う
る
さ
い
・
・
・
ま
ぢ
う
る
さ
い
・
・
・

じ
ぅ
あ
か
じ
ゃ
か
じ
ゃ
ん

う
わ
ぁ
。
●
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
（
ゆ
う
え
ん
ち
）
・
・
・
て
こ
ん
な
大
き
か
っ

た
け
？
？

誡
架
が
い
る
か
ら
大
き
く
見
え
る
の
か
な
？
？

あ
り
が
と
・
・
・
誡
架
・
・
・

「
う
ぇ
す
げ
ー
い
る
や
ん
」

「
乗
ろ
う
！
！
乗
ろ
！
速
く
・
・
・
」

「
う
・
・
・
・
ん
・
・
・
・
・
」

き
ら
ぁ
ぁ
ぁ

何
か
の
結
晶
・
・
・
・

キ
レ
イ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
誡
架
は
ど
う
思
っ
て
ん
の
か
な
・
・
・
？

「
誡
架
ー
ー
ー
！
！
見
て
！
こ
れ
こ
れ
！
！
」

「
あ
ぁ
？
」

「
か
わ
い
い
ね
ｗ
」
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「
・
・
・
・
お
前
の
が
可
愛
い
（
き
れ
い
）
・
・
・
・
・
・
・
・
ん
・
・
ッ
何

で
も
ね
ぇ
ッ
！
！
！
！
」

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
え
・
・
・
・
？
今
な
ん
て
・
・
・

可
愛
い
？
？
可
愛
い
だ
っ
て
？
？
？

き
ゃ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

「
う
ん
ｗ
あ
り
が
と
ぉ
ｗ
」

に
っ
こ
り
笑
う
朱
里
に
誡
架
は
こ
う
言
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
後
で
お
楽
し
み
が
あ
る
”

と
・
・
・
・
・

「
え
・
・
・
・
・
？
」

「
だ
か
ら
な
ん
で
も
ね
ぇ
よ
・
・
・
ッ
ッ
ッ
！
！
」

「
・
・
・
・
う
ん
・
・
・
・
う
ん
！
！
」

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

「
￥
２
５
０
０
０
で
す
。
」

ホ
テ
ル
代
・
・
・
ホ
テ
ル
？
？

え
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
？
！
私
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
誡
架
と
・
・
・
・
（
（
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「
朱
里
・
・
・
・
行
く
ぞ
」

「
ぁ
・
・
・
・
ぅ
ん
」

や
だ
・
・
・
な
ん
か
気
ま
ず
い
！
！
そ
ん
な
・
・
・
・
泊
ま
る
と
は
聞
い
て
た

け
ど
・
・
・

ホ
テ
ル
っ
て
・
・
・
・
・
変
な
妄
想
し
ち
ゃ
う
・
・
・
・

誡
架
・
・
・
・
・
・

「
い
た
ッ
誡
架
・
・
・
手
・
・
・
痛
い
よ
・
・
・
・
」

「
え
っ
・
・
・
あ
、
ご
め
ん
・
・
・
」

誡
架
の
手
・
・
・
汗
び
っ
し
ょ
り
・
・
・
誡
架
も
緊
張
し
て
る
ん
だ
ぁ
・
・
・

預
け
な
き
ゃ
・
・
・
誡
架
に
・
・
・
・
私
の
・
・
・

　
　
　
　
が
た
ん
ッ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

「
・
・
・
・
誡
架
・
・
・
・
？
」

「
は
ぁ
・
・
・
・
ご
め
ん
・
・
・
」
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「
え
？
」

「
変
な
想
像
し
て
た
や
ろ
」

「
や
ぁ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
誡
架
の
せ
い
だ
よ
ッ
！
！
！
！
！
！
」

「
あ
は
は
～
ん
じ
ゃ
ぁ
・
・
・
・
・
お
前
は
し
た
い
ん
だ
～
～
～
」

「
え
ぇ
・
・
・
・
別
に
・
・
・
・
ど
っ
ち
で
も
・
・
・
・
・
」

「
・
・
・
・
・
す
る
？
」

真
っ
赤
な
朱
里
に
う
わ
ず
か
い
で
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
う
ち
は
・
・
・
本
当
に
誡
架
と
や
っ
て

も
い
い
の
か
な
？
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だ
い
さ
ん
わ
：
初
で
ー
と
（
後
書
き
）

感
想
ま
ぢ
オ
ネ
ガ
イ
シ
マ
ス
！
！
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だ
い
よ
ん
わ
：
未
遂
１
（
前
書
き
）

感
想
く
だ
さ
い
！
！
！
！
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だ
い
よ
ん
わ
：
未
遂
１

●
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
ホ
テ
ル
で
…
…
何
を
す
る
？

「
朱
里
…
や
る
？
」

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

「
…
う
ん
…
…
。
」

 
 
 

ギ
シ
ッ
…
…
 

ベ
ッ
ト
の
ネ
ジ
が
鳴
る
。

 
 
 
 

「
脱
が
し
て
欲
し
い
？
」

 
 

「
え
…
…
う
…
ん
ッ
。
」

ど
う
し
よ

恥
ず
か
し
い
！
！
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…
…
誡
架
…
な
ら
い
い
や
…
…
…
…
誡
ッ

ま
ぢ
…
ど
う
し
ょ
！
！
 
 

「
誡
架
ッ
！
！
」

「
朱
里
？
？
？
」

「
ぃ
・
・
・
ぁ
・
・
・
だ
ッ
！
！
」

「
あ
？
」

「
あ
・
・
・
ご
め
ん
・
・
・
」

ま
ぁ
。
い
い
や
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ギ
シ
ッ
・
・
・

誡
架
が
・
・
・
近
く
に
来
る
・
・
・
・
・
・

誡
架
は
朱
里
に
そ
っ
と
キ
ス
を
し
た
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ッ
ッ
ッ
ッ
ッ
。
」
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だ
が
、
い
く
ら
待
っ
て
も
誡
架
は
本
気
モ
ー
ド
で
来
な
い
。

「
・
・
・
・
・
誡
架
・
・
・
や
ん
な
い
の
？
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ご
め
ん
。
」

「
え
？
」

「
俺
ッ
・
・
・
佳
奈
美
と
し
た
ん
だ
。
」

「
え
っ
・
・
・
・
・
」

「
付
き
合
っ
て
た
ん
だ
。
朱
里
に
告
っ
て
か
ら
・
・
・
」

「
佳
奈
美
と
？
佳
奈
美
は
う
ち
ら
が
付
き
合
っ
て
る
こ
と
言
っ
た
の
？
」

冷
静
に
聞
く
朱
里
。

あ
れ
？
聞
く
の
が
怖
い
…
…

「
…
…
言
っ
て
な
い
…
…
」
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「
ひ
ど
…
…
い
…
…
」

「
ご
め
ん
…
…
」

「
ね
ぇ
…
…
誡
架
は
あ
た
し
と
…
…
佳
奈
美
…
ど
っ
ち
を
選
ぶ
？
」
 

「
朱
里
だ
よ
ま
ぢ
で
…
」

「
誡
架
…
…
信
じ
て
い
い
？
」

あ
の
時
本
当
に
信
じ
ち
ゃ
た
よ
…
…
誡
架
…
あ
な
た
が
好
き
だ
よ
。
こ
の
気
持

ち
は
嘘
じ
ゃ
な
い
よ
？
？
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だ
い
ご
わ
：
未
遂
２
（
前
書
き
）

遅
く
な
っ
て
ス
イ
マ
セ
ン
。

最
後
ま
で
読
ん
で
く
れ
た
ら
幸
い
で
す
。
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だ
い
ご
わ
：
未
遂
２

チ
ュ
ン
チ
ュ
ン
チ
ュ
ン
・
・
・
・

佳
奈
美
と
会
う
の
が
辛
い
。
。
誡
架
と
会
う
の
が
一
番
辛
い
ハ
ズ
な
の
に
ね
・
・

・「
朱
里
？
」

無
視
。
朱
里
に
ゎ
こ
の
選
択
し
か
な
か
っ
た
の
だ
。

「
ご
め
ん
な
・
・
・
・
朱
里
・
・
・
・
」

誡
架
は
見
た
こ
と
の
な
い
顔
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。

朱
里
ゎ
な
ぜ
か
急
に
起
き
上
が
っ
て
洗
面
所
に
向
か
っ
た
。

「
誡
架
・
・
・
う
ち
・
・
・
誡
架
の
こ
と
信
じ
て
い
い
ん
だ
よ
ね
。
。
」

「
え
？
」

誡
架
は
あ
ほ
な
の
だ
ろ
う
か
？
朱
里
の
言
っ
た
こ
と
が
イ
マ
イ
チ
理
解
で
き
て

い
な
い
よ
う
だ
。

「
あ
た
し
ゎ
・
・
・
っ
誡
架
の
こ
と
大
好
き
だ
よ
っ
？
？
で
も
ッ
・
・
・
＿
＿

＿
＿
」

朱
里
の
話
は
途
切
れ
た
。
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プ
ル
ル
ル
プ
ル
ル
ル
・
・
・
・
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

誡
架
の
携
帯
が
な
っ
た
。

こ
の
空
気
で
、
電
話
を
取
る
の
は
厳
し
い
だ
ろ
う
。

「
い
い
よ
ッ
・
・
・
・
出
て
よ
・
・
・
・
＿
＿
＿
」

誡
架
は
す
ぐ
に
電
話
を
取
っ
た
。

「
も
し
も
し
。
」

「
・
・
・
・
・
・
誡
架
？
？
佳
奈
美
だ
よ
・
・
・
？
」

「
・
・
・
・
え
？
」

一
番
驚
い
て
い
る
の
は
き
っ
と
朱
里
。

「
あ
の
ね
・
・
・
・
・
＿
＿
＿
＿
」

「
佳
奈
美
・
・
・
＿
＿
別
れ
よ
う
ぜ
？
」

「
・
・
・
・
何
で
？
あ
た
し
・
・
・
・
・
朱
里
？
朱
里
が
い
い
の
？
そ
ん
な
に

？
？
」

「
ご
め
ん
。
い
い
か
ら
別
れ
よ
う
。
。
。
」

ガ
チ
ャ
っ
・
・
・
・
・
・
・
プ
ー
プ
ー
・
・
・
・
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「
誡
架
？
な
ん
で
？
？
？
そ
う
な
る
の
？
？
」

「
お
前
じ
ゃ
な
き
ゃ
・
・
・
・
俺
・
・
・
俺
・
・
・
」

誡
架
は
朱
里
の
両
手
を
押
さ
え
て
無
理
や
り
キ
ス
を
し
た
。

「
ッ
ッ
！
～
～
～
～
っ
！
！
」

何
秒
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
１
０
秒
。
い
や
３
０
秒
た
っ
た
時
、
誡
架
は
、
よ
う

や
く
手
を
離
し
た
。

「
俺
の
こ
と
・
・
・
・
嫌
い
に
な
っ
た
？
？
」

「
は
ぁ
。
・
・
・
・
は
ぁ
＿
＿
＿
は
ぁ
・
・
・
」

「
朱
里
・
・
・
・
・
」

な
る
訳
な
い
じ
ゃ
ん
。
そ
う
い
い
た
か
っ
た
。

「
嫌
い
・
・
・
だ
ょ
な
？
」

「
は
ぁ
。
・
・
・
・
何
で
？
？
」

「
俺
は
お
前
が
好
き
な
ん
だ
よ
。
ど
う
し
よ
う
も
な
い
く
ら
い
に
ッ
・
・
・
キ

ス
だ
っ
て
毎
日
し
た
い
し
、

セ
ッ
ク
ス
だ
っ
て
。
お
前
と
一
緒
に
ず
っ
と
い
た
い
ん
だ
よ
ッ
ッ
＿
＿
＿
＿
」
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「
う
ち
だ
っ
て
・
・
・
・
そ
う
し
た
い
け
ど
・
・
・
・
ッ
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
別
れ
よ
？
」

「
や
だ
っ
っ
っ
！
！
！
！
！
！
！
！
！
」

「
ど
う
し
よ
う
も
で
き
な
い
俺
に
・
・
・
・
・
朱
里
と
一
緒
に
い
る
資
格
な
ん

て
、
ね
ぇ
よ
・
・
・
」

や
だ
。
わ
か
れ
た
く
な
い
。
そ
れ
だ
け
は
い
や
。
絶
対
に
い
や
！
！
！
！
！

「
責
任
取
っ
て
よ
！
！
あ
た
し
は
・
・
・
・
誡
架
と
い
ら
れ
る
だ
け
で
い
い
か

ら
！
！
」

朱
里
は
顔
が
グ
チ
ュ
グ
チ
ュ
に
な
っ
て
も
誡
架
か
ら
離
れ
よ
う
と
し
な
い
。

「
嘘
だ
よ
・
・
・
・
・
お
前
と
離
れ
る
訳
ね
ぇ
だ
ろ
。
」

「
誡
架
・
・
・
・
」

誡
架
は
朱
里
を
慰
め
る
よ
う
に
だ
い
た
。
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だ
い
ろ
く
わ
：
三
角
関
係

あ
の
日
か
ら
一
週
間
・
・
・
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

春
休
み
だ
っ
た
の
で
佳
奈
美
と
会
う
こ
と
は
な
い
。

だ
が
。

チ
ャ
ラ
チ
ャ
ラ
チ
ャ
ラ
・
・
・
・

こ
の
メ
ー
ル
の
着
信
音
は
・
・
・
・
・
。

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
佳
奈
美
だ
。

メ
ー
ル
を
み
る
の
が
怖
い
。
朱
里
は
何
秒
か
待
っ
て
か
ら
み
た
。

ド
ク
ン
ド
ク
ン
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
。

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

Ｔ
Ｏ
：
佳
奈
美

件
名
：
無
題

朱
里
～
～
～
～
～
♪

き
ょ
ぅ
ぁ
そ
べ
な
ぃ
？
て
か
ぁ
ｗ
池
袋
ぃ
か
な
ぁ
ぃ
？
？

新
学
期
の
ア
イ
テ
ム
買
い
に
～
♪

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
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・
・
・
・
佳
奈
美
と
会
う
の
は
辛
い
。
行
け
な
い
よ
ッ
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
あ
れ
？
続
き
が
あ
る
・
・
・
・
？

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

新
学
期
の
ア
イ
テ
ム
買
い
に
～
♪

・
・
・
・
・
・
・
あ
た
し
、
誡
架
好
き
な
ん
だ
ｗ
・
・
・
朱
里
。

応
援
し
て
く
れ
る
よ
ね
？
？
？

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
Ｅ
Ｎ
Ｄ
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
作
戦
？
・
・
・
・
・
・
・
・
・
佳
奈
美
が
・
・

・
・
・
動
き
出
し
た
・
・
・

佳
奈
美
は
昔
っ
か
ら
何
か
と
予
言
し
て
お
く
タ
イ
プ
だ
。

ど
う
し
・
・
・
ッ

携
帯
が
鳴
っ
た
。
プ
ル
ル
プ
ル
ル
プ
ル
ル
プ
ル
ル
プ
ル
ル
・
・
・
・
＿
＿
＿
＿

＿
＿

佳
奈
美
。
こ
の
着
信
音
は
佳
奈
美
だ
。

出
る
し
か
な
い
。
逃
げ
る
な
・
・
・
朱
里
・
・
・
！
！

ガ
チ
ャ
っ
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「
朱
里
？
？
？
？
メ
ー
ル
ゥ
返
し
て
よ
ッ
も
う
ッ
ッ
」

「
・
・
・
・
・
う
・
・
・
・
・
・
・
う
ん
」

「
・
・
・
・
・
元
気
な
ッ
！
！
！
！
！
ど
う
し
た
ん
？
？
」

「
あ
た
し
も
ッ
・
・
・
・
・
・
誡
架
・
・
・
・
・
・
」

「
・
・
・
・
・
好
き
な
ん
で
し
ょ
？
」

「
・
・
・
・
・
え
？
」

「
あ
た
し
も
だ
け
ど
・
・
・
・
・
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ご
め
ん
ッ
佳
奈
美
・
・
・
・
・
」

「
・
・
・
・
・
・
・
別
に
。
っ
て
か
あ
ん
た
っ
て
重
い
か
ら
多
分
・
・
・
・
ム

リ
で
し
ょ
。
誡
架
は
う
ち
み
た
い
に
強
い
女
が
好
み
だ
と
思
う
よ
？
」
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だ
い
な
な
わ
：
失
い
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
っ
て
か
誡
架
は
う
ち
み
た
い
な
強
い
女
の
が
好

み
だ
と
思
う
よ
？
」

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ェ
？
・
・
・
・
・
・
・
・
・

佳
奈
美
・
・
・
・
・
？
！

「
え
・
・
・
・
・
佳
奈
美
・
・
・
・
ッ
？
」

ガ
チ
ャ
ッ
・
・
・
・
プ
ー
プ
ー
・
・
・
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

「
・
・
・
・
・
・
嘘
・
・
・
・
・
・
佳
奈
美
・
・
・
・
・
・
が
ァ
？
」

朱
里
は
ポ
ロ
ッ
と
大
き
な
涙
を
こ
ぼ
し
た
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
あ
た
し
・
・
・
・
重
い
ん
だ
～
・
・
・
」

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

「
朱
里
・
・
・
・
の
バ
カ
ッ
・
・
・
・
・
」
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あ
ん
た
な
ん
か
現
れ
な
か
っ
た
ら
・
・
・
あ
た
し
は
ッ
・
・
・
・
・
！
！
！
！

！
！

誡
架
と
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

「
お
ー
い
。
朱
里
ー
」

誡
架
の
声
だ
。

出
た
く
な
い
。

辛
く
な
る
。

佳
奈
美
を
思
い
出
し
そ
う
に
な
る
。

大
切
な
友
達
・
・
・
・
を
失
く
す
気
が
す
る
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
や
だ
。

ご
め
ん
ッ
。

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
シ
ャ
ッ
！

朱
里
は
カ
ー
テ
ン
を
し
め
た
。

「
・
・
・
・
・
朱
里
？
」
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誡
架
は
不
思
議
そ
う
に
見
て
い
た
。

Ｐ
Ｉ
Ｐ
Ｉ
Ｐ
Ｉ
Ｐ
Ｉ
Ｐ
Ｉ
Ｐ
Ｉ
・
・
・
・
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
♪

・
・
・
・
え
？

誡
架
？
！

や
め
て
よ
ォ
・
・
・
・
・
；
；

Ｐ
Ｉ
ッ
！

「
え
？
着
ら
れ
た
・
・
・
・
・
！
？
」

誡
架
は
諦
め
て
帰
っ
て
い
っ
た
の
を
見
て
か
ら
カ
ー
テ
ン
を
開
け
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
恋
愛
も
友
達
も
壊
し
た
ん
だ
。

最
初
は
嘘
で
始
め
た
の
に
・
・
・
・
。

な
ん
で
。

こ
ん
な
ふ
う
に
な
っ
た
ん
だ
ろ
う
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

春歌～ピンクの景色～
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
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説
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ト
発
足
に
あ
た
っ
て

http://ncode.syosetu.com/n2837d/

